
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

鳥取・東部地域 愛の協力福祉員・となり組福祉員合同研修会に参加して 

 となり組福祉員設置事業については、当協議会だより５月号でご紹介しました。富桑地区には各町内

会毎に合計１０２名のとなり組福祉員がおられます。 

 ７月２５日に標記の合同研修会が開催され、富桑地区からは１０名の参加者がありました。研修会で

は「災害にそなえて、ふだんから私たちにできること」という演題で講演会がありました。講師は鳥取

県社会福祉協議会鳥取県災害福祉支援センターの白鳥孝太氏で、東日本大震災、鳥取の中部地震、能登

半島地震等、実際に支援活動に携わった体験を通しての講演でした。災害からいのちと暮らしを守るた

めに「ふだんからできること」をいろいろな立場でお話しいただきました。 

「ふだんから声をかけあうこと」「ふだんから知り合っておくこと」「ふだんから話し合っておくこと」

「ふだんからＳＯＳに気づいておくこと」・・・「ふだん」という日常の大切さを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきいきサロンのご紹介 

 

 

 

   

                 

富桑地区社会福祉協議会だより 2024年９月号 

鳥取市祝賀敬老事業について 

 ９月第３月曜日の「敬老の日」。今年は９月１６日です。鳥取市敬老祝賀事業を受けて、地区社

会福祉協議会を通して、「地域に居住する７５歳以上の高齢者を対象に、地域の実情に合わせ、公

民館等で敬老会の開催や記念品の配布等について支援」をしています。本年度の富桑地区の対象

者数は５３０人前後。町内会毎に敬老事業への取り組みは異なります。「地域の実情に合わせ」               

実りあるものにしていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

９月のふれあいデイサービス 

福祉講演会 備えよ常に～鳥取大震災から８１年～ 

日時 ９月１０日（火）９：３０～１１：0０ 

場所 富桑地区公民館 ２Ｆ大会議室 

講師 鳥取市歴史博物館やまびこ館 学芸員 横山展宏さん 

   ＊お問合せ・お申込みは富桑地区公民館へ 電話：２７－４５８５ 

 

ニュースポーツ倶楽部 

活動場所：富桑地区公民館 活動日：毎月第３金曜日 

  あまり負荷のかからないスポーツとして広く行

われるようになったニュースポーツ。取材した日は

モルックを楽しんでおられました。歓声の絶えるこ

とがありません。 

 

ねぎぼうず   

活動場所：富桑地区公民館 活動日：毎週第火曜日（午前）                             

端切れや手芸材料等を使っ 

て、いろいろな小物や袋もの 

などを作っています。この日 

は、ミシンに向かっておられ 

ました。作業しながらのお喋 

りや情報交換も楽しいです。 

富桑地区文化祭には、毎年 

作品を出展しています。 

 

世代間交流事業のご報告 

 ７月 27 日に実施された「川

魚のつかみどり」は、当協議会

も世代間交流事業として共催

いたしました。炎暑の中、多く

の方に参加いただきました。 

 当事業対象の参加者 

小学生・30名  高齢者・14名 


